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は
じ
め
に

　
「
教
育
と
工
業
化
・
産
業
化
の
関
係
を
問
う
こ
と
は
、
経
済
史
研

究
に
と
っ
て
も
教
育
社
会
学
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
」
と

い
う
一
文
で
本
著
の
序
章
は
は
じ
ま
る
。
教
育
は
地
域
の
工
業
化
・

産
業
化
か
ら
の
要
請
に
ど
う
応
え
よ
う
と
し
た
の
か
、
教
育
が
地
域

の
産
業
発
展
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
を
考
え
た
い
と
い
う
。

「
教
育
と
工
業
化
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
本
著
の
主
題

で
あ
る
。
明
治
期
か
ら
戦
時
期
ま
で
の
大
阪
の
工
業
学
校
に
つ
い
て

学
校
単
位
で
、
そ
の
設
立
か
ら
、
学
生
の
入
学
・
学
習
・
卒
業
・
就

職
、
さ
ら
に
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
就
職
後
の
状
況
ま
で
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

　
「
教
育
と
工
業
化
」
の
関
係
を
扱
っ
た
著
作
と
し
て
、
天
野
郁
夫

『
教
育
と
近
代
化
│
日
本
の
経
験
│
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九

七
年
）
の
第
Ⅱ
部
「
工
業
化
と
技
術
者
養
成
」
が
あ
る
。
明
治
期
か

ら
大
正
期
ま
で
、
工
部
大
学
校
と
殖
産
興
業
政
策
の
関
係
や
、
徒
弟

学
校
と
在
来
産
業
の
関
係
、
工
業
学
校
の
設
置
学
科
と
重
化
学
工
業

化
の
関
係
な
ど
の
「
教
育
と
工
業
化
」
の
関
係
が
、
お
も
に
産
業
別

や
地
域
別
の
技
術
者
の
需
給
構
造
を
用
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
卒

業
生
の
就
職
先
も
扱
わ
れ
て
い
て
、
教
育
が
工
業
化
に
果
た
し
た
役

割
も
検
討
さ
れ
て
は
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
教
育
が
工
業

化
に
ど
う
対
応
し
た
の
か
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

〔
書　

評
〕

沢
井
実
著
『
近
代
大
阪
の
工
業
教
育
』

高　

松　
　

亨
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し
か
し
、
技
術
者
団
体
で
あ
る
工
政
会
の
工
業
教
育
や
学
校
制
度
に

つ
い
て
の
考
え
方
の
変
遷
が
議
論
の
中
心
で
あ
り
、
卒
業
生
の
就
職

先
な
ど
、
教
育
が
工
業
化
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
の
検
討
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
本
著
は
、
明
治
期
か
ら
戦
時
期
ま
で
の
大
阪
の
工
業

教
育
に
つ
い
て
、
学
校
単
位
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
部
「
高
等

工
業
教
育
の
展
開
」、
第
二
部
「
中
等
工
業
教
育
の
展
開
」、
第
三
部

「
公
立
夜
間
工
業
教
育
と
工
業
各
種
学
校
の
展
開
」
で
構
成
さ
れ
、

大
阪
高
等
工
業
学
校
（
の
ち
の
大
阪
帝
国
大
学
工
学
部
）
や
戦
時
期
に

設
置
さ
れ
た
高
等
工
業
学
校
、
ま
た
市
立
の
工
業
学
校
、
府
立
の
職

工
学
校
だ
け
で
な
く
、
公
立
の
夜
間
専
修
学
校
、
さ
ら
に
私
立
の
工

業
各
種
学
校
や
住
友
の
職
工
養
成
所
ま
で
の
工
業
教
育
が
扱
わ
れ
て

い
る
。
大
阪
に
限
定
し
た
う
え
で
、
網
羅
的
に
調
べ
る
姿
勢
に
ま
ず

教
え
ら
れ
た
。

　

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
就
職
先
や
就
職
後
の
状
況
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
も
本
著
の
眼
目
だ
ろ
う
。「
教
育
と
工
業
化
」
の
関
係
を
検

討
す
る
と
表
明
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
じ
つ
は
工
業
化
の
実

態
は
本
著
に
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、
就
職
先
を
検
討

す
る
だ
け
で
な
く
、
工
業
教
育
を
受
け
た
学
生
が
卒
業
後
に
職
場
で

ど
の
よ
う
に
働
い
た
の
か
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
が
工
業
化
に

ま
た
、
全
国
や
地
域
の
産
業
と
工
業
学
校
と
の
関
係
に
お
も
な
関
心

が
あ
る
た
め
、
学
校
単
位
で
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

工
業
教
育
を
扱
っ
た
最
近
の
著
書
と
し
て
、
三
好
信
浩
の
『
日
本

工
業
教
育
発
達
史
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）
が
あ
る
。

教
育
思
想
や
教
育
制
度
、
さ
ら
に
代
表
的
な
中
等
・
高
等
工
業
教
育

機
関
を
取
り
あ
げ
て
、
明
治
期
か
ら
戦
時
期
ま
で
の
工
業
教
育
の
全

体
像
を
描
こ
う
と
す
る
大
著
で
あ
る
。
対
象
と
す
る
期
間
や
、
中
等

教
育
と
高
等
教
育
に
つ
い
て
学
校
別
に
検
討
し
て
い
る
点
で
、
本
著

と
重
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
だ
し
、「
教
育
と
工
業
化
」
の
関
係

や
卒
業
生
の
就
職
に
つ
い
て
の
関
心
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
工
業

教
育
が
発
達
し
て
い
た
は
ず
の
大
阪
は
、
な
ぜ
か
あ
ま
り
登
場
し
な

い
。

　

大
淀
昇
一
『
近
代
日
本
の
工
業
立
国
化
と
国
民
形
成
』（
す
ず
さ

わ
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
副
題
の
「
技
術
者
運
動
に
お
け
る
工

業
教
育
問
題
の
展
開
」
が
示
す
よ
う
に
、
工
業
化
と
の
関
係
に
配
慮

し
な
が
ら
明
治
期
か
ら
戦
時
期
ま
で
の
工
業
教
育
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

神
奈
川
県
に
つ
い
て
は
、
工
業
学
校
各
校
の
設
置
、
学
則
改
正
に
よ

る
変
化
、
学
科
、
戦
時
下
の
定
員
増
や
新
設
な
ど
も
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
い
く
つ
か
の
学
校
に
つ
い
て
は
授
業
科
目
も
示
さ
れ
、
卒
業
生

の
企
業
で
の
位
置
づ
け
の
変
化
に
つ
い
て
も
関
心
が
払
わ
れ
て
い
る
。
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さ
れ
て
い
る
う
え
に
、
就
職
後
の
移
動
が
七
校
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
多
い
学
校
で
は
一
〇
年
分
近
く
の
卒
業
生
の

名
簿
を
繰
っ
て
、
就
職
先
を
つ
き
合
わ
せ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
気
が

遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

明
治
期
の
大
阪
高
等
工
業
学
校
の
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
卒

業
一
年
後
と
五
年
後
の
就
職
先
を
比
較
し
て
一
九
〇
〇
〜
一
一
年
の

卒
業
生
が
卒
業
時
の
最
初
の
職
場
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
割
合
（
勤
続

率
）
を
学
科
別
に
計
算
し
て
い
る
。
卒
業
年
や
学
科
に
よ
っ
て
異
な

る
が
、
平
均
す
る
と
五
割
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
値
は
、
昭
和
期
に

大
阪
帝
国
大
学
工
学
部
に
昇
格
し
て
も
あ
ま
り
変
わ
り
は
な
く
、
東

京
帝
国
大
学
と
京
都
帝
国
大
学
の
工
学
部
卒
業
生
の
勤
続
率
が
二
〇

年
代
、
三
〇
年
代
に
七
〜
八
割
と
な
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
り
、

「（
大
阪
高
等
工
業
学
校
卒
業
生
は
）
労
働
市
場
を
移
動
し
て
い
っ
た
」

と
い
う
。

　

ま
た
、
大
阪
高
等
工
業
学
校
の
卒
業
生
が
五
名
以
上
勤
務
す
る
勤

務
先
で
働
く
卒
業
生
の
割
合
を
、
一
九
三
二
年
と
三
九
年
に
つ
い
て

計
算
し
約
二
〇
％
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
明
治
期
に
は
関
西

を
代
表
す
る
企
業
に
就
職
し
て
い
た
大
阪
高
等
工
業
学
校
卒
業
生
は
、

戦
間
期
に
は
「
自
分
し
か
い
な
い
よ
う
な
職
場
」
に
も
就
職
し
て
い

た
と
結
論
づ
け
、「
卒
業
生
の
…
…
中
小
企
業
分
野
へ
の
進
出
も
、

果
た
し
た
役
割
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
展
望

の
深
さ
を
感
じ
た
。

　

各
学
校
に
つ
い
て
、
設
立
過
程
、
組
織
、
教
員
の
氏
名
・
経
歴
、

入
学
倍
率
の
変
遷
、
講
義
科
目
、
学
生
の
出
身
家
庭
の
仕
事
、
卒
業

率
、
卒
業
後
の
進
路
、
勤
続
状
況
な
ど
の
項
目
の
多
く
が
ほ
ぼ
共
通

し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
項
目
に
よ
り
、
ま
た
学
校
に
よ
り
調

査
の
難
易
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
調
査
項
目
を
確
定
さ
せ
な
が
ら
、
徹

底
的
に
史
料
を
掘
り
お
こ
す
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

本
著
の
構
成
と
は
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
評
者
の
関
心
に
沿
っ
て
、

各
章
・
各
節
に
あ
ら
わ
れ
た
検
討
項
目
を
横
断
的
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ

て
書
評
を
書
い
て
み
た
い
。

一　

勤　

続　

率

　

著
者
の
関
心
は
当
初
か
ら
学
生
の
卒
業
後
の
動
向
に
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
最
初
に
書
か
れ
た
こ
と
が
「
初

出
一
覧
」
で
確
認
で
き
る
都
島
工
業
に
つ
い
て
の
章
に
は
、
設
立
や

教
育
内
容
の
節
が
な
く
、
卒
業
後
の
就
職
・
移
動
・
昇
進
だ
け
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
卒
業
後
の
動
向
へ
の

関
心
を
も
っ
と
強
く
感
じ
さ
せ
る
の
は
、
各
工
業
教
育
機
関
の
卒
業

生
一
人
ひ
と
り
の
就
職
先
が
企
業
名
を
示
し
た
一
覧
表
と
し
て
掲
載
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め
て
い
た
割
合
（
勤
続
率
）
六
四
％
が
、
今
宮
職
工
学
校
二
六
年
卒

業
生
の
三
一
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
の
勤
続
率
八
七
％
と
比
較
し

て
相
当
に
低
い
こ
と
か
ら
、「
準
戦
時
・
戦
時
期
に
お
け
る
労
働
市

場
の
流
動
化
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
大
阪
市
立
工
芸
学
校
と
今
宮
職
工
学
校
夜
間
部
、
さ
ら

に
大
阪
工
業
専
修
学
校
に
つ
い
て
も
同
様
の
作
業
を
く
り
返
し
て
勤

続
状
況
を
論
じ
て
い
る
。
サ
ン
プ
ル
数
の
少
な
い
学
校
も
あ
っ
て
細

か
い
議
論
は
し
な
い
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
の
作
業
を
お
こ
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
学
校
間
の
差
違
な
ど
に
つ

い
て
も
う
少
し
考
察
を
加
え
て
ほ
し
か
っ
た
と
思
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
著
の
各
章
に
記
さ
れ
て
い
る
勤
続
率
の
値
を
用
い
て

図
1
を
作
成
し
て
み
た
。
実
線
の
起
点
（
一
〇
〇
％
）
は
卒
業
年
を

示
し
、
も
う
一
方
の
点
は
卒
業
後
の
各
年
の
初
職
の
勤
続
率
を
表
し

て
い
る
。
著
者
に
よ
る
上
記
の
考
察
に
あ
ら
わ
れ
た
差
は
あ
る
も
の

の
、
都
島
工
業
一
九
一
二
年
卒
業
生
の
一
九
年
か
ら
三
二
年
の
あ
い

だ
、
お
よ
び
都
島
工
業
二
三
年
卒
業
生
を
除
い
て
、
学
校
や
時
代
に

よ
ら
ず
傾
き
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
一
年
ご
と
に
卒
業
生
の
一
〇
％

ず
つ
が
初
職
を
辞
め
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
夜
間
学
校
や
私
立
の

大
阪
工
業
専
修
学
校
に
つ
い
て
も
傾
向
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
が
当
時
の
一
般
的
な
転
職
状
況
だ
と
推
論
し
た
く
な
る
が
、
い

勤
続
率
の
単
調
な
上
昇
を
も
た
ら
さ
な
い
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
」
と
考
察
し
て
い
る
。
大
阪
高
等
工
業
学
校
の
卒
業
生

は
元
気
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
望
み
通
り
の
就
職
が
で
き

ず
に
職
場
を
移
動
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

中
等
教
育
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
作
業
を
さ
ら
に
多
く
の
学
校
に

つ
い
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
都
島
工
業
機
械
科
に
つ
い
て

は
、
卒
業
七
・
八
年
後
の
勤
続
率
を
計
算
し
て
い
る
（
本
文
中
で
は

章
に
よ
っ
て
残
留
率
や
定
着
率
と
い
う
用
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
勤
続
率
に
統
一
す
る
）。
そ
の
勤
続
率
が
一
九
一
二
年
卒
業
生

の
二
九
％
か
ら
二
四
年
卒
業
生
の
三
五
％
、
三
四
年
卒
業
生
の
五

三
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
第
一
次
世
界
大
戦
期

の
流
動
的
な
労
働
市
場
、
戦
時
期
の
労
働
統
制
の
影
響
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
職
工
学
校
は
ち
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
西
野
田
職
工
学
校

の
場
合
、
卒
業
五
年
後
の
勤
続
率
が
一
九
二
八
年
卒
業
生
の
五
六
％

か
ら
三
一
年
卒
業
生
の
四
〇
％
へ
と
逆
に
低
下
し
て
い
る
。
著
者
は
、

高
等
工
業
学
校
卒
業
生
と
現
場
上
が
り
の
職
工
に
は
さ
ま
れ
た
職
工

学
校
卒
業
生
の
困
難
の
た
め
だ
と
み
て
い
る
。
さ
ら
に
、
卒
業
後
何

年
か
た
っ
て
か
ら
の
勤
続
率
も
調
べ
て
い
る
。
西
野
田
職
工
学
校
の

二
六
年
卒
業
生
が
、
三
三
年
に
勤
め
て
い
た
職
場
に
三
八
年
に
も
勤
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い
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

　

図
中
の
破
線
と
点
線
は
、
卒
業
後
の
あ
る
年
か
ら
あ
る
年
ま
で
に
、

初
職
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
れ
だ
け
勤
続
し
た
か
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
破
線
（
□
）
は
、
今
宮
職
工
学
校
一
九
一
八
年
卒
業

生
の
二
八
年
か
ら
三
八
年
ま
で
の
勤
続
率
を
表
し
て
い
る
。
点
線
は
、

西
野
田
職
工
学
校
二
八
年
卒
業
生
（
△
）
と
今
宮
職
工
学
校
二
六
年

卒
業
生
（
□
）
の
卒
業
五
年
目
か
ら
一
〇
年
目
ま
で
の
あ
い
だ
の
勤

続
率
を
示
し
て
い
る
。
西
野
田
職
工
学
校
二
八
年
卒
業
生
（
点
線
の

△
）
は
、
他
校
の
新
卒
者
（
実
線
）
と
同
じ
傾
き
で
あ
る
が
、
今
宮

職
工
学
校
一
八
年
卒
業
生
（
破
線
の
□
）
と
二
六
年
卒
業
生
（
点
線

の
□
）
は
傾
き
が
新
卒
者
（
実
線
）
よ
り
緩
や
か
で
あ
り
、
勤
続
者

の
割
合
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
時
期
は
少
し
あ
と
に
な

る
が
、
今
宮
職
工
学
校
で
は
校
規
に
「
無
断
転
職
セ
ザ
ル
コ
ト
…
…

転
職
を
希
望
ス
ル
場
合
ハ
必
ズ
学
校
側
ト
相
談
シ
承
認
ヲ
得
ル
コ

ト
」
と
規
定
し
て
い
た
こ
と
が
本
文
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
今
宮
職

工
学
校
の
卒
業
生
が
卒
業
後
五
年
以
上
た
っ
た
あ
と
同
じ
職
場
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
割
合
が
高
か
っ
た
の
は
、
勤
続
を
強
く
奨
励
す
る
校

風
に
も
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
三
一
年
の
新
卒
者
（
三

一
年
が
一
〇
〇
％
の
実
線
の
□
）
は
他
校
と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る

か
ら
、
校
規
や
校
風
の
た
め
だ
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
離

出所：沢井実『近代大阪の工業教育』より作成した。
注  ：勤続率が算出されている学校についてのみ示した。ただし、大阪工業専修学校に
ついては32年時点の 1年生と 2年生の合計について評者が算出した。

図 1　工業学校卒業生の就職後の勤続率
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新
校
舎
完
成
後
に
名
称
を
変
更
し
、
そ
の
あ
と
定
員
増
を
く
り
返
す

と
い
う
パ
タ
ー
ン
の
が
常
態
だ
っ
た
よ
う
だ
。
府
立
第
五
職
工
学
校

は
大
阪
府
工
業
奨
励
館
の
一
部
を
間
借
り
し
て
一
九
三
六
年
に
本
科

を
開
校
し
、
翌
年
に
は
本
科
修
了
後
に
進
学
す
る
高
級
科
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
府
立
堺
職
工
学
校
と
改
称
し
、
堺
市
の
新
校
舎
に
移

転
し
た
。
四
〇
年
に
は
第
二
本
科
、
第
二
高
級
科
が
設
置
さ
れ
て
定

員
を
倍
増
さ
せ
、
さ
ら
に
夜
間
部
（
の
ち
第
二
工
業
学
校
）
も
併
設

さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
淀
川
職
工
学
校
と
改
称
さ
れ
る
府
立
第
六
職
工

学
校
や
、
航
空
工
業
学
校
と
改
称
さ
れ
る
府
立
第
七
職
工
学
校
、
さ

ら
に
生
野
工
業
学
校
と
改
称
さ
れ
る
市
立
第
六
工
業
学
校
も
同
様
に
、

仮
校
舎
で
の
開
校
、
新
校
舎
へ
の
移
転
、
改
称
、
定
員
増
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

　

あ
わ
た
だ
し
く
設
置
さ
れ
定
員
増
を
く
り
返
し
た
工
業
学
校
の
な

か
に
、
さ
ら
に
高
等
工
業
学
校
も
併
設
（
あ
る
い
は
仮
設
）
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
の
ち
に
大
阪
府
立
大
学
工
学
部
の
母
体
の
ひ
と
つ

と
な
る
官
立
大
阪
高
等
工
業
学
校
は
、
一
九
三
九
年
に
設
置
さ
れ
た

あ
と
新
校
舎
が
出
来
る
ま
で
の
一
年
半
の
あ
い
だ
堺
職
工
学
校
内
の

仮
校
舎
で
授
業
を
開
始
し
た
。
新
た
に
設
置
さ
れ
た
造
船
科
に
は
専

任
の
教
員
は
ひ
と
り
も
い
な
か
っ
た
。
教
育
方
針
や
教
育
内
容
に
抗

議
し
て
、
学
生
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
計
画
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。
四

職
者
が
多
い
か
ら
こ
う
し
た
校
規
を
作
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
今

宮
職
工
学
校
一
八
年
卒
業
生
（
一
八
年
が
一
〇
〇
％
の
実
線
の
□
）
の

ほ
と
ん
ど
が
二
八
年
ま
で
に
初
職
を
辞
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

今
宮
職
工
学
校
一
八
年
卒
業
生
と
二
六
年
卒
業
生
の
卒
業
五
年
後
な

い
し
一
〇
年
後
か
ら
の
勤
続
率
が
高
い
の
は
、
い
ち
ど
初
職
を
辞
め

た
者
も
二
度
目
の
職
場
に
は
勤
め
つ
づ
け
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
都
島
工
業
二
三
年
卒
業
生

の
卒
業
一
九
年
後
の
勤
続
率
が
他
よ
り
高
く
み
え
る
こ
と
や
、
都
島

工
業
一
一
年
卒
業
生
の
一
九
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
の
初
職
で
の

勤
続
率
の
低
下
が
小
さ
い
の
は
、
一
定
期
間
勤
め
つ
づ
け
た
者
は
同

じ
職
場
に
と
ど
ま
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

二　

戦
時
期
の
増
設
と
定
員
増

　

大
阪
で
の
工
業
学
校
の
設
置
に
は
三
つ
の
波
が
あ
っ
た
と
い
う
。

一
九
〇
八
年
か
ら
の
第
一
波
に
三
校
、
一
九
年
か
ら
の
第
二
波
に
五

校
、
三
六
年
か
ら
の
第
三
波
に
八
校
が
設
立
さ
れ
て
い
る
（
既
設
校

に
併
置
さ
れ
た
第
二
工
業
学
校
は
除
く
）。
一
年
当
り
で
み
る
と
戦
時

期
の
設
置
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

戦
時
期
に
開
校
さ
れ
た
府
立
の
職
工
学
校
や
市
立
の
工
業
学
校
で

は
、
名
称
が
確
定
さ
れ
な
い
ま
ま
他
の
施
設
を
間
借
り
し
て
開
校
し
、
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に
勤
め
、
高
度
経
済
成
長
期
の
工
業
生
産
を
さ
さ
え
た
は
ず
で
あ
る
。

著
者
に
そ
の
こ
と
を
論
じ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
と
は
い
わ
な
い
が
、

例
え
ば
大
阪
の
工
業
学
校
の
総
定
員
数
の
推
移
に
つ
い
て
示
し
て
お

い
て
も
ら
え
れ
ば
、
読
者
に
と
っ
て
「
教
育
と
工
業
化
」
の
関
係
を

考
え
る
う
え
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
だ
ろ
う
。

三　

学
歴
主
義
と
平
準
化

　

著
者
が
「
終
章
」
の
最
後
に
触
れ
て
い
る
の
が
、
学
校
の
種
別
に

よ
る
就
職
後
の
待
遇
格
差
と
教
育
の
平
準
化
で
あ
る
。
明
治
期
の
大

阪
高
等
工
業
学
校
卒
業
生
の
就
職
先
が
大
学
卒
業
生
と
違
っ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
就
職
後
の
地
位
も
大
学
卒
業

生
と
あ
き
ら
か
に
違
っ
て
い
た
。
高
等
工
業
学
校
卒
業
生
は
技
手
や

助
手
が
多
い
の
に
対
し
、
大
学
卒
業
生
は
技
手
よ
り
地
位
が
上
の
技

師
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

　

そ
の
学
歴
主
義
は
戦
時
期
に
拡
大
し
た
よ
う
に
読
め
る
。
府
立
の

職
工
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
た
修
業
年
限
一
年
の
第
二
部
（
夜
間
学

校
）
が
、
一
九
四
一
年
に
文
部
省
の
指
示
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
い
く
つ
も
の
工
業
学
校
に
修
業
年
限

一
年
の
「
専
修
科
」
が
設
け
ら
れ
た
。
専
修
科
の
設
置
理
由
と
し
て
、

家
庭
が
貧
し
く
て
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
見
習
工
と
し
て

三
年
以
降
に
開
設
さ
れ
た
府
立
の
堺
高
等
工
業
学
校
な
ど
三
校
も
既

設
の
工
業
学
校
に
併
設
さ
れ
、
戦
後
、
大
阪
府
立
大
学
工
学
部
に
移

行
し
た
。
の
ち
に
大
阪
市
立
大
学
理
工
学
部
の
母
体
と
な
る
市
立
都

島
高
等
工
業
学
校
も
四
三
年
に
都
島
工
業
に
併
設
さ
れ
た
。
新
設
さ

れ
た
府
立
や
市
立
の
高
等
工
業
学
校
教
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
既
設
の

工
業
学
校
の
教
員
を
つ
づ
け
な
が
ら
高
等
工
業
学
校
も
兼
務
し
た
と

い
う
か
ら
、
先
生
た
ち
は
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
戦
時
期
の
工
業
学

校
の
新
設
や
定
員
増
、
さ
ら
に
は
高
等
工
業
学
校
の
新
設
の
実
態
は
、

生
産
力
拡
充
の
は
げ
し
さ
と
無
謀
を
教
育
面
か
ら
物
語
っ
て
い
る
と

い
え
る
。

　

さ
き
に
紹
介
し
た
大
淀
は
、
戦
時
期
に
設
立
さ
れ
た
高
等
工
業
学

校
が
「
戦
後
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
る
大
量
の
大
学
卒
業
者

を
輩
出
」（
大
淀
、
前
掲
書
、
三
八
五
頁
）
し
た
と
し
て
、
戦
時
期
の

高
等
教
育
機
関
の
設
置
と
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
と
の
関
係
に
触
れ

て
い
る
。
ま
た
三
好
も
、「（
総
力
戦
体
制
で
の
軍
需
産
業
へ
の
テ
コ
入

れ
が
）
第
二
次
大
戦
後
の
工
業
教
育
に
対
し
て
新
た
な
刺
激
を
与
え

た
。
そ
の
こ
と
を
抜
き
に
し
て
戦
後
の
経
済
成
長
を
考
え
る
こ
と
は

出
来
な
い
」（
三
好
、
前
掲
書
、
二
頁
）
と
書
い
て
、
と
も
に
教
育
機

関
の
戦
後
へ
の
継
承
の
意
義
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
様
に
、
戦
時
期

に
急
増
し
た
工
業
教
育
を
受
け
た
卒
業
生
の
多
く
は
、
戦
後
、
工
場
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う
。
著
者
が
「
わ
が
国
の
工
業
教
育
史
上
特
異
の
位
置
を
占
め
た
」

と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。
卒

業
生
は
、
住
友
系
の
事
業
所
や
大
阪
を
代
表
す
る
大
手
企
業
に
就
職

す
る
者
も
多
く
、
一
部
は
職
工
と
し
て
高
位
の
所
得
を
得
る
地
位
に

つ
い
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
特
異
な
養
成
所
が
、
四
二
年
に
甲
種
工

業
学
校
に
改
編
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
理
由
と
し
て
、
大
工
場
で
は
学

歴
に
よ
っ
て
地
位
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
、
養
成
所
修
了
生
は
地
位

を
与
え
ら
れ
ず
に
失
意
の
な
か
で
退
職
す
る
者
も
多
い
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
戦
時
期
に
工
業
学
校
が
増
設
さ
れ
、
工
業
学
校
卒
業

の
職
工
が
ふ
え
た
た
め
、
戦
時
期
に
こ
そ
学
歴
主
義
が
拡
大
し
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

学
歴
主
義
の
拡
大
と
同
時
に
、
戦
時
期
に
平
準
化
が
進
ん
だ
。
工

業
学
校
に
は
甲
種
と
乙
種
が
あ
り
、
甲
種
は
五
年
制
で
あ
り
一
学
年

と
二
学
年
で
普
通
教
育
を
受
け
る
の
に
対
し
、
乙
種
は
三
年
制
で
普

通
教
育
を
充
分
に
受
け
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
戦
間
期
に
は
、
大
阪

府
は
乙
種
の
職
工
学
校
を
開
校
さ
せ
、
大
阪
市
は
甲
種
の
工
業
学
校

を
開
設
し
て
い
た
。
そ
れ
が
戦
時
期
に
は
、
府
立
校
が
最
初
か
ら
甲

種
校
と
し
て
開
校
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
立
校
が
乙
種
校
と
し
て

開
校
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
筆
者
は
こ
れ
を
、
職
工
学
校
の
「
工

業
学
校
」
化
、
工
業
学
校
の
一
部
「
職
工
学
校
」
化
が
進
ん
だ
と
と

就
職
す
る
者
と
、
夜
間
を
卒
業
後
に
就
職
し
た
者
と
の
初
任
給
の
差

は
、
日
給
五
〇
〜
六
〇
銭
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
た
。
わ
ず
か
一

年
の
修
業
に
大
き
な
経
済
的
意
義
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
著
者
は
「
興

味
深
い
」
と
書
い
て
い
る
が
、
同
感
で
あ
る
。

　

わ
ざ
わ
ざ
「
付
論
」
と
し
て
一
章
を
さ
い
て
い
る
住
友
私
立
職
工

養
成
所
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
そ
の
形
態
と
戦
時
期
の
学
歴
主
義
を

示
す
事
例
と
し
て
と
て
も
興
味
深
い
。
同
養
成
所
は
住
友
家
が
社
会

事
業
の
一
環
と
し
て
設
け
た
職
工
を
養
成
す
る
施
設
で
あ
り
、
尋
常

小
学
校
卒
業
以
上
を
入
学
資
格
と
し
、
修
業
年
限
三
年
、
授
業
料
無

料
で
あ
り
、
家
計
困
難
な
子
弟
の
た
め
に
大
阪
市
西
区
市
岡
に
一
九

一
六
年
に
開
設
さ
れ
た
。
学
科
主
義
を
排
し
、
実
習
が
授
業
時
間
の

半
分
以
上
を
占
め
、
徹
底
し
た
実
地
主
義
の
厳
し
い
教
育
を
し
た
。

そ
の
厳
し
い
教
育
に
批
判
的
な
教
員
も
い
た
よ
う
で
あ
り
、
著
者
は

「
教
員
一
覧
」
の
表
を
用
い
て
、
短
期
間
の
う
ち
に
諭
旨
退
職
し
て

い
く
教
員
が
多
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
技
術
の
練

達
は
学
校
式
の
模
型
製
作
で
は
駄
目
」
で
あ
る
と
し
て
、
実
習
と
し

て
外
部
か
ら
の
受
注
品
の
作
成
を
課
し
た
。
養
成
所
の
収
入
の
大
半

は
こ
の
作
業
収
入
で
あ
り
、
三
〇
年
代
に
は
損
益
は
黒
字
に
転
じ
て

い
る
。
住
友
系
以
外
の
一
般
企
業
か
ら
も
注
文
を
受
け
た
た
め
、

「
無
給
の
生
徒
を
使
っ
て
営
業
す
る
」
と
い
う
抗
議
を
受
け
た
と
い
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向
が
止
む
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
、
卒
業
生
の
就
職
先
で
の
学
歴
主

義
に
よ
る
待
遇
の
違
い
が
教
育
機
関
に
昇
格
を
す
す
め
さ
せ
た
と
し

て
い
る
。
教
育
現
場
と
就
業
現
場
を
重
視
す
る
著
者
の
姿
勢
に
共
鳴

し
た
い
。

　
「
職
工
学
校
」
と
い
う
呼
び
名
を
あ
え
て
昔
の
ま
ま
残
し
て
い
た

大
阪
も
、
職
工
が
工
員
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
な
か
、
一
九
四
一

年
に
一
斉
に
「
工
業
学
校
」
と
名
称
を
変
更
し
た
。
さ
ら
に
四
三
年

に
は
中
等
学
校
令
に
も
と
づ
き
甲
種
と
乙
種
の
区
別
が
な
く
な
っ
た
。

甲
種
校
に
と
っ
て
は
「
堪
え
が
た
い
措
置
」
で
あ
っ
た
と
、
著
者
は

多
様
だ
っ
た
工
業
教
育
の
意
義
を
ほ
の
め
か
し
つ
つ
、「
…
…
平
準

化
が
、
戦
後
の
新
制
工
業
高
等
学
校
の
直
接
の
前
提
と
な
っ
た
の
で

あ
る
」
と
終
章
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
は
、
本
著
の
ほ
ん
の
一
面
で
あ
る
。
各
学
校
の
教
員
一
覧
や

授
業
科
目
も
表
で
示
さ
れ
て
い
て
、
工
業
教
育
を
さ
ま
ざ
ま
な
側
面

か
ら
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
生
の
家
庭
の
職
業
も
多
様
に
利

用
で
き
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。

　

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
豊
富
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
度
末
に
甲
種
程
度
に

な
っ
た
泉
尾
第
二
工
業
学
校
の
在
校
生
は
、
乙
種
実
業
学
校
を
卒
業

ら
え
て
い
る
。
普
通
教
育
の
違
い
に
よ
る
社
会
的
格
付
け
や
、
そ
れ

に
見
合
う
初
任
給
の
違
い
が
「
上
方
志
向
」
を
う
な
が
す
一
方
で
、

戦
時
期
の
大
阪
市
に
は
本
格
的
な
甲
種
校
を
設
立
す
る
た
め
の
経
済

的
条
件
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
だ
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
工
業
学
校
の
増
設
や
上
方
志
向
に
つ
い
て
、
先
に
紹
介

し
た
大
淀
は
、「（
技
術
の
高
度
化
を
と
も
な
う
）
重
化
学
工
業
の
た

め
の
人
的
資
源
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
改
編
」（
大
淀
、
前
掲
書
三
〇

九
頁
）
さ
れ
た
と
し
て
、
産
業
構
造
の
視
点
か
ら
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
三
好
は
、「
政
府
の
奨
励
に
呼
応
す
る
形
で
工
業
学
校
の
新
設

ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
た
」（
三
好
、
前
掲
書
、
三
二
八
頁
）
と
し
て
、
政

府
の
役
割
を
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
天
野
は
、
大
正
期
に
つ
い
て

の
考
察
で
は
あ
る
が
、「
教
育
が
総
体
的
に
発
展
を
と
げ
る
過
程
で
、

工
業
技
術
者
教
育
は
専
門
教
育
や
中
等
教
育
の
一
環
に
組
み
こ
ま
れ
、

…
…
独
自
の
発
展
を
と
げ
る
よ
う
に
な
り
」（
天
野
、
前
掲
書
二
一
八

頁
）、
工
業
教
育
は
工
業
か
ら
は
な
れ
て
独
自
に
増
設
や
昇
格
を
し

始
め
た
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
産
業
や
政
府
か
ら
の
要
請
、
あ

る
い
は
学
校
側
の
事
情
に
重
き
を
お
い
た
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
本
著
は
、
卒
業
後
の
動
向
を
重
視
す
る
視
点
か
ら
、

「（
工
業
教
育
に
対
す
る
社
会
的
格
付
け
に
）
見
合
っ
て
初
収
賃
金
も
異

な
る
と
い
っ
た
事
情
が
続
く
か
ぎ
り
、
工
業
教
育
に
お
け
る
上
方
志
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に
著
者
に
よ
る
『
近
代
日
本
の
研
究
開
発
体
制
』（
二
一
章
、
六
一
三

頁
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
が
出
版
さ
れ
、
一
三
年
五
月
に
は
『
近

代
大
阪
の
産
業
発
展
』（
一
四
章
、
四
〇
八
頁
、
有
斐
閣
）
が
出
版
さ

れ
て
い
る
。
し
か
も
、
過
去
の
紀
要
へ
の
掲
載
論
文
を
集
め
た
だ
け

の
出
版
で
は
な
い
。
書
き
下
ろ
し
は
、『
…
…
研
究
開
発
体
制
』
で

八
章
、『
…
…
産
業
発
展
』
で
七
章
に
も
お
よ
ぶ
。
驚
く
べ
き
調
査

能
力
と
論
文
執
筆
能
力
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
書
評
を
書
い
て
い
る

途
中
の
一
三
年
一
〇
月
に
は
『
八
木
秀
次
』（
二
六
四
頁
、
吉
川
弘
文

館
）
が
出
版
さ
れ
、
校
正
を
し
て
い
る
一
一
月
に
は
『
マ
ザ
ー
マ
シ

ン
の
夢
』（
五
〇
一
頁
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。

評
者
が
本
著
を
読
み
は
じ
め
、
書
評
を
書
い
て
い
る
う
ち
に
、
著
者

は
四
冊
の
本
を
出
版
し
た
こ
と
に
な
る
。「
終
章
」
の
淡
白
さ
を
物

足
り
な
く
思
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
資
料
と
し
て
も
充
実

し
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
心
か
ら
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
読

者
が
自
分
で
読
み
解
く
べ
き
で
あ
る
と
思
い
な
お
し
た
。

沢
井
実
著
『
近
代
大
阪
の
工
業
教
育
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一

二
年
六
月
刊
、
A 

5
判
、
iv
＋
四
三
一
頁
、
本
体
価
格
五
、
二
〇
〇

円
）

（
た
か
ま
つ　

と
お
る
・
大
阪
経
済
大
学
情
報
社
会
学
部
教
授
）

し
て
も
高
等
学
校
へ
の
入
学
資
格
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
甲
種
に

な
る
こ
と
に
よ
り
検
定
試
験
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
り
、「
…
…

夜
間
の
生
徒
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
か
、
ま
さ

し
く
『
て
ん
や
わ
ん
や
』
の
大
騒
ぎ
で
あ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。

電
機
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
な
が
ら
四
二
年
に
夜
間
の
工
業
学
校
に
入
学

し
た
あ
る
学
生
は
、「
…
…
同
じ
よ
う
な
人
達
や
年
長
の
人
も
多
く
、

ま
た
工
場
経
営
を
し
て
い
る
人
も
い
て
、
学
校
で
請
求
書
や
見
積
り

を
造
っ
て
」
い
た
と
書
い
て
い
る
。
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
を
追
い
か

け
た
が
ゆ
え
に
得
ら
れ
た
生
の
声
だ
ろ
う
。
同
窓
会
誌
に
載
っ
た

「
卒
業
に
際
し
て
の
抱
負
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
世
界
工
業
界
の

大
立
者
」
と
い
う
大
望
や
、
逆
に
「
大
望
を
有
せ
ず
只
一
人
前
の
者

と
な
り
て
無
難
に
一
生
を
過
さ
ん
こ
と
を
望
む
」
と
い
う
小
欲
も
読

め
て
楽
し
い
。

　

読
み
お
え
た
と
き
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
こ
と
が
ひ
と
つ
あ
っ

た
。
各
章
で
高
等
教
育
か
ら
夜
間
・
私
立
学
校
ま
で
が
丁
寧
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
議
論
を
ま
と
め
た
「
終
章
」
が
短
く
、
大
阪

全
体
に
生
じ
た
こ
と
が
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
各
論
を
総
括
し
て
お
い
て
も
ら
え
れ
ば
解
読
し
や
す
か
っ
た

の
に
、
と
一
度
は
思
っ
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
し
て
思
い
な
お
し

た
。
本
著
が
二
〇
一
二
年
六
月
に
発
行
さ
れ
た
あ
と
、
同
年
一
一
月


